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理研ＮＭＲ施設利用報告書 

（トライアルユース）

11-500-018

利用機関名 株式会社エルエイシステムズ 

実施部署名 

実施責任者管理職名・氏

名 

取締役 / 森居 隆史 

実施部署所在地 東京都台東区上野 1-11-5時計会館ビル 1F 

実施部署連絡先 

利用課題名 蛋白質凝集防止剤の NMR測定への有効性の確認 

利用目的・内容 解析が困難なサンプル（溶解度が低い，不安定，膜蛋白質，高分

子量，複合体）について凝集防止剤の存在下で良質なスペクトル

が得られ，構造解析が可能である事を実証するのが当初の目的で

あった． 

しかし，サンプルの調製に手間取り，これらのサンプルについて

は測定ができなかった．その代わりに，化学交換によりシグナル

強度の不均一なサンプルの測定に有効であることを示した．また，

有効である理由の解明につながる有益な情報を NMR測定で得た． 

利用実施時期及び期間 平成２３年 １１月 ９日～平成２４年 ３月 ３０日 

総利用日数：以下、利用施設参照 

当初計画どおり・当初計画変更 

（変更理由） 

解析が困難なサンプルは調製も困難で，調製に手間取ったため，

測定期間を減らした． 
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利用施設 

 

ＮＭＲ装

置 

（該当部

分に○） 

 

利用装置① 

・( ○ )600MHz、(  )700MHz、(  )800MHz､(  )900MHz 

(   )低温プローブ付 (  )固体プローブ付 

 (  )ｻﾝﾌﾟﾙﾁｪﾝｼﾞｬｰ付 

利用期間 1：平成２３年１１月２１日～平成２３年１１月２７日 

利用期間 2：平成２４年 ３月１２日～平成２４年 ３月２５日 

 

利用装置② 

・( ○ )600MHz、(  )700MHz、(  )800MHz､(  )900MHz 

( ○ )低温プローブ付 (  )固体プローブ付 

 (  )ｻﾝﾌﾟﾙﾁｪﾝｼﾞｬｰ付 

利用期間 1：平成２３年１１月 ９日～平成２３年１１月１０日 

利用期間 2：平成２４年 ２月１３日～平成２４年 ３月１１日 

利用期間 3：平成２４年 ２月１３日～平成２４年 ２月２６日 

利用期間 4：平成２４年 ２月２７日～平成２４年 ３月 ４日 

利用期間 5：平成２４年 ３月 ６日～平成２４年 ３月１８日 

 

利用装置③ 

・(  )600MHz、( ○ )700MHz、(  )800MHz､(  )900MHz 

( ○ )低温プローブ付 (  )固体プローブ付 

 (  )ｻﾝﾌﾟﾙﾁｪﾝｼﾞｬｰ付 

利用期間 1：平成２３年１１月２８日～平成２３年１２月 ４日 

利用期間 2：平成２４年 ２月１５日～平成２４年 ２月２２日 

 

利用装置④ 

・(  )600MHz、(  )700MHz、( ○ )800MHz､(  )900MHz 

( ○ )低温プローブ付 (  )固体プローブ付 

 (  )ｻﾝﾌﾟﾙﾁｪﾝｼﾞｬｰ付 

利用期間 1：平成２３年１２月 ５日～平成２３年１２月１１日 

 

利用装置⑤ 

・(  )600MHz、(  )700MHz、(  )800MHz､( ○ )900MHz 

(  )低温プローブ付 (  )固体プローブ付 

 (  )ｻﾝﾌﾟﾙﾁｪﾝｼﾞｬｰ付 

利用期間 1：平成２４年 ２月１４日～平成２４年 ３月 ８日 

利用期間 2：平成２４年 ３月１２日～平成２４年 ３月１８日 
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立体構造

解析パイ

プライン 

・発現確認 ： 利用回数  0回 

・フォールド判定 ： 利用回数  0回 

・大量調製 ： 利用回数  0回 

・構造決定 ： 利用回数  0回 

利用満足度 

（複数選択不可） 

( ○ )大いに満足、(  )ほぼ満足、(  )やや不満、 

(  )大いに不満 

成果の概要 

 

実施内容 １．化学交換によりシグナル強度が低下しているサンプルにつ

いて，凝集防止剤がシグナル強度に及ぼす効果を複数の磁場で

調べた． 

 

２．生理的環境下でも nativeと変性中間体との平衡にある蛋白質

について，種々の凝集防止剤が化学交換に及ぼす効果を解析し，

比較した． 

 

 

本課題に

より得ら

れた成

果、当初

目標と結

果との比

較 

１．凝集防止剤はループなどの運動性の高い部分を固定化し，「分

子間の絡み合い」を低減することによって，凝集を防止すると当

初予想していた．しかし実際には，凝集防止剤は運動性を高める

ことがわかった．この現象は前回の利用で得られた「凝集防止剤

は化学交換速度を上昇させる」結果と良く一致している．化学交

換によりシグナル強度が不均一で構造情報が得にくいサンプルは

従来，温度を上げて測定する必要があった．凝集防止剤を添加す

ることにより，一定の温度でも測定可能になるメリットは大きい．  

 

２．凝集防止剤には色々な化合物があり，その凝集防止・安定化

効果も異なる．凝集防止効果は「native ⇄ 変性中間体」の変換速

度を上昇させることを前回の利用で明らかにしたが，今回の測定

では，凝集防止効果と変換速度上昇との間に正の相関が見られた．

そこで，凝集防止のメカニズムの１つとして「構造変換速度の上

昇」が有効であることが強く示唆された． 

 

３．当初は「溶解度が低い，不安定，膜蛋白質，高分子量，複合
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体」などの原因により測定が困難なサンプルへの凝集防止剤の適

用を予定していたが，サンプルの調製が間に合わず，断念したこ

とが残念であった． 

 

今後の展

開、課題 

凝集防止剤が「化学交換によりシグナル強度の不均一性なサン

プル」にも有効である事が今回示された．これにより，凝集防

止剤の NMR測定への有効性が更に示せたと考えている． 

今後は，当初の目的であった「溶解度が低い，不安定，膜蛋白質，

高分子量，複合体」サンプルについて，いつか再チャレンジした

い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会・経済への波及効果

の見通し 

 

 

 

凝集防止剤の作用メカニズムを明らかにした上で有用性を周知す

れば，製薬分野など多くの会社や研究機関での使用が促され，新

製品の開発に寄与すると期待される．新薬開発の促進は人類の健

康に寄与する．また，蛋白質の凝集防止・安定化は様々な産業で

の蛋白質の利用を促進し，経済全体を活性化すると期待される． 

 

成果公開延期の希望の

有無 

（  ）あり ： （ ○ ）なし 

「あり」の場合理由： 
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理研NMR施設利用におけ

る感想 

 

測定していただいた担当者は極めて優秀でした．これは理研で NMR

を用いた研究を活発に行っており，研究レベルが非常に高いから

だと推察されますす．また測定担当者・管理者ともに非常に親切

で大変助かりました． 

データがサーバからダウンロードできるようになったので，非常

に便利になりました． 

 

 

利用周辺環境に関する

希望 

特にございません． 

 

 

 

 

 

 

今後の利用形態の予定 (  )再度本事業への申請を考えている。 

(  )成果の非公開を前提とした「外部利用」（有料）を考えてい

る。 

(  )その他理研との共同研究等を考えている。 

具体的に： 

 

 

 

( ○ )未定 

今後期待するその他の

サービス 

（  ）NMR装置利用の教育（これまで NMRを使用した経験の無い

方に対する教育も含む） 

（  ）NMR装置利用の技術的なサポート 

（  ）その他 

具体的に 
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文部科学省の共用ナビ 

（研究施設共用総合ナ

ビゲーションサイト）に

対する感想・改善につい

て 

（http://kyoyonavi.mext.go.jp/） 

（ ○ ）見た ： （  ）見ていない 

感想等： 

情報が一カ所にまとまっているのが便利だと思います．手許にな

い装置を使用する必要が出た時に，確認しようと思います． 

その他 （上記の項目以外でご意見等お願いします。） 

 

大変お世話になりました．どうも有り難うございました． 

 

 

 

 

本報告書については、印刷または必要な編集・加工を行った上で公開します。また、別

途開催予定の成果報告会・シンポジウムや委託事業報告書作成時において、本報告書の内

容についての資料作成または発表をお願いする場合があります。 

http://kyoyonavi.mext.go.jp/

